
高次脳機能障害者支援 
茨城県の取組み 

茨城県立リハビリテーションセンター 

   支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  心理判定員 寺門正人 

   就労支援課     就労支援員 鶴岡祐子 



茨城県の紹介 

県庁 水戸市 

袋田の滝 

偕楽園 

竜神大吊り橋 

笠間市 

ＪＡＸＡ筑波宇宙センター 

牛久大仏 

人口：２,９２１,０００人 （全国１１位） 
農業が盛ん （可住地面積 全国４位） 
  収穫量日本一： メロン、栗、れんこん など 

茨城県立リハビリテーションセンター 



茨城県立リハビリテーションセンターの紹介 

高次脳機能障害者支援拠点 



茨城県立リハビリテーションセンターの概要 

• 自立訓練（機能訓練） 定員４０名 

• 自立訓練（生活訓練） 定員１０名 

• 就労移行支援   定員２０名 

• 施設入所支援（居住支援） 定員７０名    

障害者総合支援法に基づく、就労移行支援、 
自立訓練（機能訓練・生活訓練）の事業を行う 
多機能型の訓練施設です。 



訓 練 内 容 

情報処理 陶 芸 

職業適応 自動車運転 

理学療法 総合機能訓練 

作業療法 体 育 

調 理 言語療法 

生活訓練 

機能訓練 職能訓練 生活訓練 



支援拠点としての業務内容 

１．相談支援 

 

２.人材育成(研修) 

 

３．啓発、啓蒙、情報発信 

 

４．ネットワークの構築 



年度 延人数 実人数 

平成２１ ８７ ８０  （男６５  女１５） 

平成２２ ７０ ７０  （男３８  女３１ 不明１） 

平成２３ ２６４ １０５ （男７６  女２４ 不明５） 

平成２４ ３２７ １０１ （男８５  女１５ 不明３） 

平成２５ ３６４ １７３ （男１２２ 女４１ 不明１０） 

◆高次脳機能障害者の相談件数の推移（電話・来所・メール・訪問） 

１．相談支援 



 



２．人材育成(研修) 
◆高次脳機能障害者支援従事者研修実績（Ｈ２３年度以降） 

研 修 テ ー マ 講  師 対 象 者 

Ｈ２３年度 

回復期後の高次脳機能障害 県立医療大学付属病院 医師 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

知っておきたい障害年金 社会保険労務士 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

高次脳機能障害の社会的行動障害 専修大学准教授 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

①高次脳機能障害者の理解と支援について 
②県立リハビリテーションセンターの役割について 

県立医療大学 講師 
県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 支援Ｃｏ 

社協 

Ｈ２４年度 

失語の理解を失語のある人々との関わり方について 筑波大学准教授 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

高次脳機能障害の理解と認知リハビリテーションについて 筑波大学講師 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

高次脳機能障害者の理解と支援コーディネーターの役割について 県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 支援Ｃｏ 市町村職員・施設で相談に関わる者 

成年後見制度の理解と活用 筑波大学講師 市町村職員・療法士・ＳＷ・施設職員 

Ｈ２５年度 

高次脳機能障害者支援について 県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 支援Ｃｏ 相談支援事業所・社協 

自賠責保険について 日本損保協会 市町村職員・社協職員・療法士 

高次脳機能障害者支援と県立リハビリテーションセンターの役割 県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 支援Ｃｏ 市町村職員・相談支援事業所職員 

WAIS-Ⅲについて 筑波大学講師 心理士・言語聴覚士・作業療法士 

※Ｈ２０年度より実施 



•平成２３年度  ８件 
    社会福祉協議会    ３件 

    介護保険事業所    ３件 

    支援者・当事者家族  ２件  

•平成２４年度  ４件 
    行政関係 １件 社会福祉協議会   １件 

    病院関係 １件 支援者・当事者家族 １件 

•平成２５年度 １０件 
    病院関係  ４件 

    行政関係  ２件 

            社会福祉協議会 ２件 

    その他   ２件（特別支援学校、心身協） 
  

◆他機関主催研修会への講師派遣実績 



３．啓発、啓蒙、情報発信 

◆ホームページの作成 

  ・研修会情報の掲載 

  ・社会資源調査結果の掲載（医療・福祉） 

  ・社会福祉協議会アンケート調査結果の掲載・・・など 

◆マニュアル、チラシ等作成・配布（ＨＰにも掲載） 

  ・高次脳機能障害者支援マニュアル 

  ・高次脳機能障害者支援小冊子 

  ・高次脳機能障害専用相談チラシ 

◆その他 
  ・茨城放送、茨城新聞、県広報誌による支援拠点の案内 

  ・市町村広報誌への掲載依頼  

 



４．ネットワークの構築 

◆関係機関への連携依頼訪問 

 

◆アンケート調査等による地元資源及び現状把握 

 

◆事例検討会への参加及び開催支援 

 

◆高次脳機能障害者訓練施設連絡会の実施 

 



◆関係機関連携依頼訪問 
• 平成２３年度 １１４ヶ所 

  ★行政・社会福祉協議会   ８６ヶ所 

   医療機関         １３ヶ所 

   相談支援事業所      １５ヶ所 

• 平成２４年度 １１２ヶ所 

   行政・社会福祉協議会   ２５ヶ所 

  ★医療機関         ６２ヶ所 

   相談支援事業所      ２５ヶ所 

• 平成２５年度  ９４ヶ所 

   行政・社会福祉協議会    ６ヶ所 

   医療機関         １４ヶ所 

  ★相談支援事業所      ７４ヶ所 

 



 



特定相談支援事業所調査報告 

•特定相談支援事業所110か所に調査票を送付（メール，郵送，FAX） 

 

•調査期間（H25.12.18～H26.1.24） 

 

•回収率（44/110=40%） 



◆相談支援に関わる職員 

 

・相談支援専門員       84人（平均 1.9人 最大 4人） 

 

・上記以外で相談に関わる職員 43人（最大 5人） 

 

                  合計 127人（平均 2.9人） 



◆職員保有資格（相談支援に関わる職員） 

※その他（ホームヘルパー，保育士，社会福祉主事，児童指導員など） 



 



 





 



相談支援事業所調査から見えてきた課題 

●受入れ可能な福祉サービス事業所の情報が不足 

 

●高次脳機能障害に関する知識及び制度の理解 

 

●医療機関に関する情報が不足 



今後の方向性 

•相談支援事業所の相談員を対象とした研修 

  社会福祉士会主催の現任者研修に参画し、研修を実施 
                            （H27年度予定） 
 

•ホームページの社会資源情報を更新 

  関係機関に再度調査を実施し最新の情報を発信 
 
 



事 例 紹 介 

職場復帰を目指した方への 
支援の取り組み 



事例紹介 

・A氏：４０代  男性：精神保健福祉手帳 ２級 

・診断名  高次脳機能障害 

       （注意力低下・処理速度低下） 

        頭部外傷後遺症,うつ状態 

・家族構成  妻・子供４人との暮らし 

・職業  研究職   

・労働災害であり,休職期間の定めは無い 

 

 

 

 



発症から入所までの経過 

平成X年４月バイク運転中（通勤途中）に自動車と衝突,救急搬送。頭部
外傷（びまん性軸索損傷）,外傷性くも膜下出血,多発骨折の診断を受け
る。３回の転院後,X＋１年１月退院し自宅で生活しながら外来リハを利用。
３月から職場復帰をするが４月に入り休職。５月にはうつ状態が悪化,専
門医の治療を受ける。病院でのデイケア利用は月２回。 

＊８月から生活訓練・施設入所支援で利用開始。利用目的：生活リズム
の確立,体力の向上,自発性・活動性の向上。早期の職場復帰。 

 



訓練の内容 

・情報処理訓練（パソコン） 
・職業適応訓練（プリント課題・簡易軽作業） 
・陶芸（茶碗やマグカップ等の制作） 
・自動車再訓練（座学講習４H・構内６H・路上６H） 
・体育訓練（６分走・水泳訓練など） 
・総合訓練（集団での各種体操など） 
・作業療法（グループワークでの調理・木工） 
・園芸（野菜作りなど）・美術（塗り絵・写生画） 
・心理（週１回の心理面接） 



訓練の評価 

・情報処理訓練：機能操作に問題なし 

・職業適応訓練：集中力・正確性あり・ネガティブ発言 

・陶芸：手先が器用・自分の考えを制作に活かせる 

・自動車再訓練：精神状態の影響を考え同乗者付き運転で 

・体育訓練：走れないアピール→自主的に走れる 

・総合訓練：体力向上するも心理的な状態により影響有り 

・作業療法：他利用者への配慮を率先して行える 

・園芸：積極的な取り組み・体力面で若干の心配あり 

・美術：特徴を捉えて描写できるが苦手意識が強い 

・心理：出来ないところばかり注目→前向き発言が増える 



当初の懸念材料と改善点及び課題 

・自信がなく不安→「出来ない・ダメだ」発言が軽減 

・自発性・意欲低下→競争心が出てきた 

・疲れ易く体力がない→改善あるが心理的な状態に 

               により影響する           

・処理速度の低下→改善あるが標準より隔たりあり 

・思考の柔軟性低下→時間の配分が出来ない 

・そううつ症状→服薬にて様子観察中 

・身だしなみ無精→場に応じた身だしなみが可能に 



復職までの経過 

・平成X＋１年９月：職場上司との面談 

・１２月：職場上司・妻を交えた面談  

・X＋２年２月：職場訪問時に主治医の診断書の提出依頼
あり 

・３月：主治医・職場上司・本人と妻・リハ職員との話し合い 

・５月：産業医との面談結果において,試し出勤を行いたい
連絡がある。産業医との面談はこれまでに７回実施 

  
 



・７月：職場訪問し、試し出勤に向けた日程調整と関係職員にレクチュア
を実施  

 １週目・２週目 出勤３日（月・火・水） 午前中 

 ３週目 出勤４日（月・火・水・木）  午前中 

 ４週目 出勤５日（月～金） 午前中 

 ５週目・６週目 出勤５日（月～金） １５：００まで 

 ７週目・８週目 出勤５日（月～金） １７：００まで 

＊高次脳機能障害者支援ネットワーク会議で報告 



・８月：試し出勤状況確認のため職場訪問を実施 

・８月下旬：産業医との面談 

＊職場復帰が可能との回答・主治医の診断書を作成し提出す
ることになる 

 

・９月：当センターを退所し,翌日から職場復帰 

◉ジョブコーチ支援については事業所と本人の希望により使用
せず 

 



家族への支援 

・子供達との距離感を埋めること 
 （子供との会話・一緒に遊ぶ時間をつくる） 
・家庭での役割を少しずつ増やす 
 （妻が働くことになり,本人の家事の役割を増やす） 

・外泊中の欠薬についての注意 
 （薬の重要性と与える影響について説明） 
・困った時の相談場所 
 （障害者就業・生活支援センターへの登録） 
 （家族会交流室への参加） 



まとめ 

◉センターの各訓練担当者が協働,多職種で連携することにより
幅広く評価でき,課題に対応してきたことが徐々に良い結果につ
ながった。 

◉事業所・家族・職員→頻回な電話・メール・面談を通して信頼関
係の構築が出来た。 

◉事業所への的確な情報提供と綿密な試し出勤による業務評価
が出来た。 

◉主治医からの医学的な詳しい障害状況の説明があり,事業所
も再認識出来た。      

 

 



◉一度復職に失敗していることもあり,もう失敗は許されない。皆
が慎重で手堅く協力的である。 

 

 

◉高次脳機能障害者支援ネットワークによる支援と連携が充実
していた。 



復職後の状況 

・業務の実施状況：元の研究職（補助的業務）に復帰出来ている。 

 データベースの入力・資料の取りまとめ・子供向け出版本の編集
補助業務に就いている。 
＊本人評価：自信は無いが頑張ってみる。 
＊職場評価：前向きに作業に取り組んでいる。 
         本人の専門知識が活かされ,書くことや話 
                        すことは際立っている。 
＊妻の評価：落ち着いた生活が出来ている。 
                        家庭の中でも自分で出来ることは進んで行 
                        うことが出来ていて助かっている。 



ご清聴ありがとうございました 

茨城県ご当地キャラクター ハッスル黄門 


